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概要：本研究では、英語の関係節形成における名詞句がもつ意味的要因の影響を調べる。従来、関係節化された名詞

句は、主語位置または目的語位置から関係節の主要部に移動する分析がなされている。特に目的語関係節の形成にお
いては、主語名詞句を越えて関係節が形成されることから、形成プロセスにおいて主語名詞句と目的語名詞句の持つ
意味的要素（有生性）が影響している可能性が考えられる。本研究では、英語コーパスを用いて、関係節形成におけ

る名詞句の意味的要因を分析した結果を報告する。 
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1. はじめに  

 本研究では、日本語を母語とする英語学習者のエッセイ

における英語関係節を意味的な側面から検討する。

ICNALE（The International Corpus Network of Asian Learners 

of English）という、アジア圏の英語学習者のスピーキング

およびライティングのデータで構成されているコーパスを

用いて、関係節形成における有生性の影響を調べる。 

関係節は、大きく分けて主語関係節（SRC）と目的語関

係節（ORC）の 2 種類がある。（1a）に SRC、（1b）に ORC

の構造を示す。なお、関係節内の下線は、関係節化された

名詞句の元の位置を示している。 

 

(1) a. [DP The boy [CP who [TP _ [VP is kissing the girl ]]] … 

b. [DP The girl [CP who(m) [TP the boy [VP is kissing _ ]]] ... 

 

第二言語習得研究の領域では、SRC よりも ORC の方が

習得が困難であることが指摘されている[1] [2]。しかし、関

係節内の名詞句の意味的要素（i.e., 有生性）の介在効果が

第二言語習得に影響を及ぼすかを検討した研究は少ない

[3] [4] [5]。そこで、本研究では、関係節内の名詞句の有生

性の影響を、学習者コーパスを用いて検討する。 

 

2. ICNALE について 

 アジア圏の英語学習者のデータを集めた ICNALEコーパ

スは、スピーキング・ライティングのデータで形成されて
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いる。学習者の母語は、日本語をはじめとして、中国語、

韓国語、インドネシア語、タイ語、タガログ語など様々で

ある。 

 本研究では、日本人英語学習者を対象に収集されたライ

ティング（エッセイ）のデータを分析する。分析に使用し

たデータは、Written Essays Version 2.3 であり、サンプル数

は 5600 である。日本人英語学習者の英語習熟度は、CEFR

の A2～B2 であるが、本研究では、データ数が多い A2 お

よび B1 の学習者のデータを分析することとする。エッセ

イのテーマは、“It is important for college students to have a 

part-time job”であり、学習者はこのテーマに関して 200～

300 語のエッセイを書いた。 

 

3. データ抽出方法 

 英語関係節の抽出に際して、コンコーダンスで who、

whom、which の 3 種類の関係代名詞を検索し、テキストデ

ータを作成した。そして、関係節の構造および有生性の観

点からマーキングをし、タイプごとの頻度を算出した。 

 

4. 結果 

 who の検索結果からは 231 件、which の検索結果からは

169 件、whom の検索結果からは 2 件のヒット数が確認さ

れた。そのうち、関係節にかかわるものは、who が 205 件、

which が 145 件、whom が 2 件であった。合計 352 件のデー

タを基に、構造・意味の観点からの分類を行い、分析する。
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データ分析では、主語名詞句と目的語名詞句の有生性を検

討するため、自動詞の関係節（e.g., The boy who is working…）

は分析対象から外し、他動詞にかかわるもののみを抽出し

た。 

 

4.1 A2 の結果 

 表 1に A2学習者の結果をまとめる。SRCにおける Match

条件（有生・有生）では 11 件のデータが確認された。SRC

における Mismatch 条件（有生・無生）では 41 件のデータ

が確認された。また、ORC における Match 条件（有生・有

生）では 3 件のデータが確認された。ORC における

Mismatch 条件（有生・無生）では 57 件のデータが確認さ

れた。 

 

表 1 A2 の結果の分布 

  SRC ORC 

Match 11 3 

Mismatch 41 57 

 

4.2 B1 の結果 

 表 2に B1学習者の結果をまとめる。SRCにおける Match

条件（有生・有生）では 9 件のデータが確認された。SRC

における Mismatch 条件（有生・無生）では 63 件のデータ

が確認された。また、ORC における Match 条件（有生・有

生）では 10 件のデータが確認された。ORC における

Mismatch 条件（有生・無生）では 52 件のデータが確認さ

れた。 

 

表 2 B1 の結果の分布 

  SRC ORC 

Match 9 10 

Mismatch 63 52 

 

5. 考察 

 どちらのレベルの学習者も Match 条件（有生・有生）よ

りも Mismatch 条件（有生・無生）の産出の方が多かった。

これは、主語名詞句と目的語名詞句における有生性の介在

効果が影響していると考えられる。 

また、SRC と ORC の産出数は同程度であり、ORC が特

別に習得困難であるとは言い切れない結果となったことか

ら、やはり、関係節の産出については、構造的な差よりも

意味的な差に影響されることが考えられる。 

 

6. おわりに 

 本研究では、英語学習者コーパスの ICNALE を用いて、

学習者のライティングにおける関係節の産出を調べた。学

習者の関係節の産出頻度の結果から、SRC か ORC かとい

う構造的な影響ではなく、関係節内の名詞句の意味的要素

（有生性）が影響していることが分かった。 
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